
拐厳呪と白傘蓋陀羅尼
一還元サンスクリット本の比較研究一

木ｷﾅ俊彦

凡例

１．１日字体のうち新字体に直せるものは直す上、特に固有名詞に

於て異字体を残す場合がある。

１．サンスクリット文を和文に交えた場合は、植字の都合上フラ

ンス文字も使用した。

１．－部は他誌に発表したものもあるが、今般改めて総合的に考

察し直した。

1．テーマの呪・経名は、特に書誌，情報で必要とするほかは括弧

記号を省いた。

〔はじめに〕

禅三宗で依用している呪・経では金剛般若経と共に長いものに

属する拐厳呪は、もと「大仏頂如来密因修証了義諸菩薩万行首拐

厳経｣(大正新脩大蔵経第945)の巻第七に述べられていた。この経

名は、唐末・五代の雲門文假が拳したのが最初の登場であるが、

但しその中で彼の先雄である乾峯の語も引用している。

「拳。雪峯云、尽大地是爾将謂別更有。師云、不見拐厳経云、

衆生顛倒迷己逐物、若能転物即同如来｡」（大正蔵経第1988、「雲門

匡真禅師広録｣558頁）(拳す。雪峯云<、尽大地是れ爾じ将に謂う

べし、別に更に有りや、と。師〔雲門〕云<、見ずや、拐厳経に

云〈、衆生顛倒して己に迷うて物を逐う、若し能<物を転ずれば

即ち如来と同じ、と。）但し経文は次の如し。「一切衆生従無始来

迷己為物。（中略）若能転物則同如来｡」（同経巻第二）（一切衆生、

無始より来のかた、己に迷うて物を為す。（中略）若し能〈物を転

ずれぱ則ち如来と同じ｡）この後「心身円明、不動道場」といった

言句が続き、「適来」といった唐言もこの経は使って、唐代に制作

された擬経であることが理解される。それだけに陀羅尼とは別に
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雲門などに訴えるものがあったのであろう。経の上掲の後句は

｢葛藤集」第213則に採り上げられている（梶谷宗忍訳註「宗門葛藤

集｣、「拐厳転物｣)。

また桐山の嗣・乾峯に僧が拐厳経を挙げた因縁を雲門が述べて

いる。「挙。僧問乾峯、十方簿伽梵一路淫桑門。未審路頭在什慶

処。峯以柱杖劃云在者裏。師抽起扇子云、扇子勃超上三十三天、

築著帝釈鼻孔､……」(555頁)即ち「乾峯に問う。士方の薄伽梵、

一路浬盤の囲・未審し、路頭什慶処に在りやと。峯、往杖を以っ

て劃して云〈、者裏に在り、と。師〔雲門〕、扇子を拍起して云〈、

扇子勃超して三十三天に上り、帝釈の鼻孔に築著す｣云々という

もので、拐厳経巻第五の世尊の偶の最終行が下線部である。無門

慧開が『無門閥｣第48則でこの話を載せ、「葛藤集｣第l46則もそう

である（同「乾峯一路｣)。愚堂国師が｢再住正法山妙心禅寺語｣の

上堂語の提綱で使っておられる(木村編｢訓読本愚堂録・愚堂年譜」

十五頁)。この他雑則で携厳経が幾度か使われる様であるが、不

空の後、唐末までに編纂されたのであろう。尚、拐厳経に註釈し

た覚範慧洪は、南宋の始め頃に不遇の中でそれらを著わしたらし

い。

この頃は禅家に注目されなかった巻第七の神呪が、南末末の拐

厳会を経て、元代末期には｢勅集百丈清規｣で｢拐厳呪｣として、大

悲呪と共に依用陀羅尼になり、儀式主義の中に取り込まれた。経

全体のプロットが、仏弟子・阿難に戒体を保持して修行を全から

しめんと指導する釈迦の説法を中心としており、巻七の呪はその

為に阿難に教えたものとしており、もと｢拐厳会｣として四月十三

日の入制の儀式に榴厳行道と共に使ったのである。既に夢窓疎石

が、末末元初の鎌倉禅界にあって建長寺の拐厳会の維那役(拐厳

頭＝れんねんじゅう）を勤めたという（玉村竹二「夢窓国師｣)。樗

厳会自体既に鎌倉禅界によって行われていたのである。元代末期

の｢勅集百丈清規｣では、拐厳会に関わらずあらゆる儀式に樗厳呪

を指定しており、経典は指定していない。他に大悲呪と無量寿呪

が時に加わる。
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しかしこの｢神呪｣は、不空が音訳した｢大仏頂如来放光悉但多

鉢`但羅陀羅尼｣と同種で、勿論密教系統の単行陀羅尼である。空

海将来の悉曇版が大正蔵経第944ＢとしてＡの不空訳と共に収録

されている(いずれも江戸時代の真言僧・浄厳の書写である)。同

種であるが、原本は密教本と経巻本で少し<異にし、われわれは

密教本を｢唐本｣と呼び、経の巻第七所収のものを｢宋本｣と呼ぶ。

また梼厳会を通してわが国禅界に唱えられている拐厳呪を｢元本」

と呼ぶが、大正蔵経第945経の巻第七の末尾にはこの元本が唐突

に付されている。全439句から427句に減っている。原本が違うこ

とから訳者も異なり、「般刺蜜帝｣が実在したなら宋本の音訳者パ

ーラミトラである。

所がインド密教に目を転ずると、これらは｢抄本｣であって、更

に｢如是我聞｣云々の序分の付いた｢広本｣が存在した。ネパール写

本の中でＢ、Ｈ・ホジソンが蒐集したものにそれがあって、ロンド

ンの王立アジア協会に保存されており、筆者はそこで二度に渉っ

て二種を撮影させて頂いた。これは金倉回照博士が雑誌｢文化｣第

２巻1号(昭和１０年)に｢陀羅尼一滴｣と題して、ルドルフ・ハーン

リが東トルキスタンの現地語写本の研究にこのネパール写本を参

照したと伝えているのを、「インド哲学仏教学研究｣(昭和48年)に

補正収録された論文で私が知ったことか機縁になっている。

ハーンリは1911年の｢王立アジア協会誌｣において｢東トルキス

タンの未知語Ⅱ」を発表した中で、Ａ､スタイン蒐集の巻子本の中

からこの陀羅尼を選び、初頭の部分のみホジソン蒐集のネパール

写本と比較したのである。金倉博士はそれを更に大蔵経中の上記

漢音訳と比較した。所がネパール写本(後に記す目録第77)の方は

広本で、巻子本の方は抄本であった．ハーンリはその旨、註記し

ている(励泌、lﾉｳﾞr6eRq)１忽ﾉ３，ZrたSDC鋤,1911,Ｍ62,fh､6)。コータ
ン計上りの陀羅尼については田久保周誉『敦煙出土干間語秘密経典集

の研究｣(昭和50年)が扱っている。

インド密教を反映しているチベットの陀羅尼訳は、広本二種と

抄本四種がチベット大蔵経に入っている。即ち『東北帝国大学蔵
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版西蔵大蔵経總目録』(昭和９年)の第590と第985が広本であり、

第591,592,593,986が抄本である。筆者はネパール本がインド

原本に最も近いと見て、下記のカタログから第61を平成10年に、

翌年に第77を手持ちの１日ペンタツクスで、室内光で撮影させて頂

いた。従って撮影状態はあまり良くない。非公開を条件に許可を

下さった図書館長MichaelJPollock氏に深甚の謝意を述べた次第

である。(解読成果は｢文化｣第65巻１．２号所収｢王立アジア協会

所蔵白傘蓋陀羅尼写本の研究｣として贈呈済み。但し第一会のみ｡）

拐厳呪の還元梵文はかって｢正法輪｣第28巻11.12号から第31巻

10号に渉って発表したので、全５会(全５章)の全貌はほぼそれで

察しが付くが、原本の研究が望まれていた。今漸くそれが可能に

なったが、その場合、発表は第一会に限った。紙幅の関係もある

が、後４会が極めて密教的な祈祷句になっているのに対して、第

一会は全体の五分の二を占めつつ、インド古来の婆羅門教の祈祷

形式を踏まえ、私の往年の研究｢ルドラ・ガーヤトリーの生成と

展開一婆羅門教からシヴア教へ－｣(｢文化｣第34巻３号)の関

連研究ともなり、インド学的だからだ。

そこで今回は広本の典型たるホジソン蒐集本第61の第１章を、

ネパール計上りを排除した正しいサンスクリット語に戻したものと

和訳でここに提示すると共に、抄本の原句である悉曇本(唐本)を、

正しいサンスクリット語に補正した上で、和訳と共に開示し、そ

の成果で現拐厳呪(元本)の第一会のサンスクリット語還元と和訳

を結論的に示したい。拐厳経中の宋本はその過程で比較したい。

呪句は第一章が始めに作られ、年代が下がって密教的な展開の中

で後４章が作られた。その作成年代は、第一章が紀元６世紀後半、

後４章が７世紀前半と言える。ダルマキールテイ(550-620頃)がふ

れる所の草創期密教に第一章が比定できる上、後４章は初期密教

的になっているからである。それは抄本についてであって、広本

は更に遅れて整えられたものであろう。般若心経もインド伝来の

ものは玄英訳と同じ抄本で、広本は悉曇版で真言宗寺院に伝えら

れている。こちらはいずれもＦ、マツクスミュラーがオックスフ

(４）
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オードから研究を出版した(｡,，β鋤、０m"ｊｃ"“,1881)。

カタログ第77は第61を更に増大させたもので、写本も黒色の紙

に金泥と銀泥を交互に使って、紺紙金泥の平家納経と似ている。

そして装飾的なだけに解読しにくい。ハーンリがこちらを参照本

に選んだのは、言語がよりサンスクリット語に近いからであろう。

第61は黄色の紙(虫食い除けの塗料のせいである）に黒色の文字

(ランジャー体)を載せて、第77より読み易い。しかしそのネパー
ル誹りはひどいもので、チベット訳や各抄本を参照して解読(還

梵)が可能になった。従って広本は第６'を解読した。尚拐厳呪の

後４会は木村．竹中｢禅宗の陀羅尼』(大東出版社)の第１篇を参照
されたい。

サンスクリット本はすべて還元したものであるから、副題の如

くになった。この種の祈祷句集は変異がひどく、チベット語版大

蔵経所収のものに全同なものはない。例えば星宿にも祈るが、そ

の星宿数はチベット訳第590にあって写本第61にはない。しかし

両者は最もよく対応している。尚、王立アジア協会所蔵のホジソ

ン蒐集ネパール写本は、篤学のネパール民俗研究家ホジソン

(BrianHHodgson,1800-1897)が、一度壮年時に｢仏教理解の￣助

の為に」(館長宛書簡)寄贈したもので、その前に見本として十万

頌般若経を贈っているが、これはカタログに載っていない。これ

は叙事詩｢マハーバーラタ」と同分量になるが、東大図書館所蔵の

河口慧海蒐集本で見ると、実際は半分ほどである。多分叙事詩に

対抗する為にそのようにうたったのであろう。ホジソンは64歳で

イギリスに帰国して、写本と研究ノート類の一切を大英博物館に

寄贈した。それらは今、先に独立した大英図書館(theBritish

Library)に一括保存され、目録ができている。そこには仏頂尊勝
陀羅尼が二種あった。しかしそこではコピーを許されず、閲読の

み許可されるので、研究が困難だ。王立アジア協会所蔵の写本の

カタログについては、1875年に二人の著名なインド学者の手で下

記の如く作成され、そこの雑誌に掲載された。われわれはそれに

依っている。“cmMz/bgqfBz``ｕｂｍｓｌｍｓｌｔがrMz"z似sr71iPなj"坊ePhs圏ⅨＥｊｂ〃
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q/・t6eRqγ"LIsmtjcSbciet)/"，ｃｄｉｔｅｄｂｙＥ・BCowcllandJEggeling

(JournaloftheRoyalAsiaticSocietyfbrl875).ここにおいて第61写

本は次のように、奥書きからのタイトノレが記されている。

"AryasarvatathﾖgatoslmJsha-sitﾖtapatr面ｎ面、面par回jit面mah回pmq'angim

nZimadh豆mnlmahZividyZirZijnI厨.17世紀の書写とする。
この頃ネワール族は金剛乗(バジュラヤーン)的な土俗密教を中

心に仏教を信仰、葬式に際して供養の写経をすることが習わしに

なっていたから、多くのネパール写本が得られるのである。しか

しそれらはチベットに保存されていたインド写本よりは質が落ち

るので、研究者の苦労する所である。このタイトルは次の様に訳

す。「聖一切仏頂白傘蓋と名づくる不敗大反呪誼という陀羅尼・

大明呪女王｣。広本の｢大明呪女王｣が抄本にはない。陀羅尼自体

を女性形"｡h回ranl，，の故に女尊として崇め、ネパール密教的になっ

ている。宗門では拐厳呪の最後で鈴を打つ八句｢エン･オノリビ

シャチ・ビラホジヤラトリー・ホドホドニー・ホジャラホニハン・ク

キツリョヨーハン・ソモコー」を｢白傘蓋陀羅尼｣と呼ぶこともある

が、誤まっている。続いて広本第一章の還元梵文と和訳を載せる。

〔王立アジア協会所蔵写本第61の還元梵文〕

凡例

ｌ、紙の表裏に書かれているので、表を「ａ」とし、裏を「ｂ」と表

わす。数字は丁数と行数である。約28×８センチの黄色い紙面に

５行、1行に45字平均がランジヤー体(後期グプタ文字を更にネ

パール風に改変した装飾的な字体)で丁寧に書かれている。続い

て和訳を掲げる。室内光の故に影を避けて斜めから撮影したので、

焦点がぼやけて、あまり良い状態のプリントではない。今のペン

タックスＭＺ－Ｍはストロボに際して露光を自動調節するので、

真正面から撮影できるが、旧タイプではストロボ接写に自信がな

かった。

最も問題なのはひどいネパール計上りを匡す方法である。それは

抄本の該当する部分およびチベット語訳・デルゲ版東北帝大目録

(６）
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第590との照合にも依るが、最終的には筆者のインド学的能力自
身が頼りになる。祈祷句のテキストは各本で少しづつ違ってくる
ので、写本のテキスト・クリテイークは他本をあてにできないか

らである。かくて補正した結果のみを表示することになり、その

いちいちの過程は煩雑を恐れて記さない。

(1b’1）omnamobhagavaty回nryamah面pratyangir且yai／ｅｖａｍｍａｙａ
§rutam／ekasminsamayebhagaWindevesutrayatrim6atsuvihara

(1b,Z）tisma／sudharm目y§mdevasabh回y目mmahat面bhikSusanghena
s目rdhammahat面cabodhisattvasanghenadeWmZimcaindrenas回(lb,〕）

rdham／tatrakhalubhagaWinprajfiaptaevasaneniSadya／usnIsa-

vyavalokitamnamasamｚｄｈｉｍｓａｍａｐａｎｎａｈ／samanantara-
samapannasyabhagavａ（１Ｍ)tauSnlSamadhy訂ｄｉｍ面nimantrapadﾖni
ni6carantisma〃

omnamobhagavatyauSnlS面yai／§uddhavirahavimalasvﾖh目／ｏｍｎａ

(1b,,）mobhagavatyauSnlSnyai／namobuddh回yanamodharmnya

namahsangh面ｙａ／ｏｍｎａｍａｈｓａＷｍ面msamyaksambuddhakotmﾖ、／
(２３，１)namomaitreyapramukhﾖ､面mbodhisattvﾖn面ｍｍａｈ面sattv面n面、／

omnamahsa6r回vakasaiighm面、／ｏｍ(Za,Z)namoloke1rhat回、／ｏｍ

ｎａｍｏｓｒｏｔ回pannim面、／ｏｍｎａｍａｈｓａＭ面g且、ｍﾖ、／omnamoloke

samyaggEIt回(Za,3)ｎ面、／ommlmahsamyakpratipann百ｍｍ／omnamo
devarsm且、／ｏｍｎａｍａｈ鏑p面yurdeWm面、／(2日,4)ｏｍｎａｍａｈ§豆pZmu-

grahasamarth回nZim／omnamahsarvavidy面dhar面､ﾖ、／０mnamo
dcvabrahmanebhyah／omnamaindrEiya／ｏｍｎａｍｏ(Za,,)bhagavate

rudr園yaumnpatisahitnya／omnamovarunayasarvanZig面dhipataye／

ｏｍｎａｍｏｂｈａｇａｖａｔｅｎ訂rnyamya／

mahヨ（2b'1）paficamudr目nnamaskrtya／omnamobhagavate

mah面nandike6var面yamahnknl面ｙａ／namastripuranagaravidr面vana-

（Zb,Z）karnya／omatimuktika§ｍａ気naniv面sinem面trganavan‐

ditasahit面ya／ｏｍｎａｍｏ(Zb,3)bhagavatetathZigatakul面ya／omnamo

bhagavatepadmakulnya／omnamobhagavatevajrakulziya／oｍｎａｍｏ
(７）
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bhagavate(２Ｍ)manikulﾖWＩ／Ｏmnamobhagavategajakul回ya／

omnamobhagavateramakul旬ya(2b’5)omnamobhagavaten回gakul且ya／

omnamobhagavatekulmirakuhiya／omnamobhagavate(3a,1），rhate

samyaksambuddh5iya／omnamobhagavatesamantabhadriiyatathZga画yヨー

rhatesamyaksambuddh面ｙａ／ｏｍｎａｍｏｂhagavateramaketu-（３３，２）

r5ii面yatath面gat目y面rhatesamyaksambuddh5ya／omnamobhagavate

vairocanarnj面yatath盃９３画yZirhatesamyaksambuddh回ya／ｏｍｎａ(３３，３）

mobhagavatevikasitakamal5tyantagandhakatararZij回yﾖrhate

samyaksambuddhZiya／

etebhyonamaskrtya／bhagavatIm（3a,4）sarvatathﾖgatoSnlSa‐

sit風tapatramnamapara1ltampratyangirﾖmpravakSyZimi／sarva-
-－－－●●－

kalahav面davigrahﾖｍｐｒａ６ａｍ５ｉｍｉ／sarva（33,5）bhntagraha‐

nigrahakaranI／sarvaparavidy目chedanI／aknlamrtyuparitrnyanakarl／

sarvasattvabandhanamoksanI／sarvaduS(aduhsvapna（〕b’1）、誼anI／

sarvaheyanigadabhafijanI／yakSar面kSasagrahZm回mvidhvamsanakarI／

ghoraduSFasvapnﾖ､ﾖｍｎ誌anＴ／visa6astr面gnyudakott面rakarI／sarva‐

(3b,Z)durgatibhay面tt面ranl／astahatoPiak且lamaranaparitr面yanakarl／

aparﾖjit回mah回｡h面rﾖ、３hｺtei面mah豆svetajvalﾖmahzdIpt回ｍａ(3b,〕）

hﾖbal団mah回ghor面、２h回、31面mah盃pimduraWisinl／目ryatEir回／bhrnkutゴ

caivavijay目n面mavi6rut面dharmakn／vairajihv面Ca／vi頭1面(３Ｍ)caivZi‐

par面jitii／vajratundl／ｖis且kiksl／兎ntavidehapUjit面／saumyarnp回／

mah誌vet回／mahﾖbalapnndurav回sinl／nryat回rｎｍａ（〕b’5)ｈⅡbal面／

amalavajra6mgal且caiva／kumzrIkUrmagatn／vajrahast面mah且vidyヨー

kZificanamZilikZikusumbaprabhzvatl／vairoca(4a,1)micaivatathZigata-

kulosnlsﾖｈ／vi6rut面ｃａｖｉｄｙ且mnlikii／vajrakanakaprabh面

locanavajratundIca6vet目cakanakaprabh面／§rIbu（4a,2）

ddhar面jfiIm豆圃／tathnvajradhzranIcavajram回l且mah且miilyn／dandlca

kanakaprabh面／vairocamica6vet面ｃａｋａｍａｌ且ks回／vinIta6面（4a,3）

ntacitt回ca6a6iprabh面／回tmagunajfi面niprabh面／ityetemudrﾖgan回h
sarvaraksnmkurvanmmamasarvasattvｮnZim6catathnsarvabuddha

(4a,4）bodhisattvamah面sattvamamest面rthasiddhimdZyantu

sarv目rthasiddhimcad目yanm〃(８）
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〔広本第一章和訳〕

オーム。聖・大反呪誼女尊に礼拝す。このように私は間けり。

或る時世尊は三十三天に住していませり。善法なる神々の会にお

いて、大比丘僧伽と大菩薩僧伽と共であり、又神々の中の神・イ

ンドラと共なりき。そこにてげに世尊は、しつらえられし座に坐

し、仏頂観と名付くる三昧に入れり。直に入られし世尊の仏頂の

中より、これらの真言が吐露ざれしとぞ。

オーム。仏頂女尊に礼拝す。清浄・離欲(viraha→vir目９３か。チ

ベット音訳:bi-ra-dsa）・無垢なるものよスヴァーハー。オーム。

仏陀に礼拝す。教法に礼拝す。憎伽に礼拝す。オーム。七千万の

正等覚に礼拝す。弥勒を上首とする菩薩摩訶薩に礼拝す。オーム。

声聞僧伽を伴えるすべての仏と菩薩摩訶薩に礼拝す。オーム。世

の阿羅漢に礼拝す。預流果(の聖者)に礼拝す。－来果(の聖者)に

礼拝す。不還果(の聖者)に礼拝す。オーム。世の正来(の聖者ら）

に礼拝す。正しく（聖者の果報に)向かいし者らに礼拝す。オーム。

神仙らに礼拝す。オーム。成就の明呪を持する聖仙らに礼拝す。

オーム。呪誼の生命ある神々に礼拝す。オーム。呪誼で利益を与

え得る(神々）に礼拝す。オーム。一切の明呪を持する(聖仙ら)に

礼拝す。オーム。神なる梵天らに礼拝す。オーム。インドラに礼

拝す。ウマーパテイと共なるルドラ尊に礼拝す。オーム。全ナー

ガ族の主たるヴァルナに礼拝す。オーム。那羅延天に礼拝す。

五大印に礼拝してから、オーム。大歓喜自在なる大黒(マハー

カーラーシヴァ)尊に礼拝す。（悪魔の現わした)三城市を破壊す

る（シヴア神)に礼拝す。オーム。完全解脱し墓地に住む(シヴァ

神)に(礼拝す)。オーム。聖母衆に敬愛されたる者（ドゥルガーネホ

妃)を伴なえる（シヴァ）に(礼拝す)。オーム。如来部尊に礼拝す。

オーム。蓮花部尊に礼拝す。オーム。金剛部尊に礼拝す。オーム。

摩尼部尊に礼拝す。オーム。象部尊に礼拝す。オーム。業部尊に

礼拝す。オーム。宝部尊に礼拝す。オーム。竜部尊に礼拝す。オ

ーム。童子部尊に礼拝す。オーム。世尊・阿羅漢・正等覚に礼

拝す。オーム。普賢如来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。オーム。

(９）
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宝瞳王如来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。オーム。毘慮舎那如

来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。オーム。開敷花究寛良香王(如

来）・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。

これらに礼拝してから、聖一切如来仏頂白傘蓋と名付くる不敗

反呪誼(大明呪女王)を唱えよう。一切の騒動・論争・識いを鎮め

ん。（この不敗反呪訓陀羅尼は)一切の鬼霊・邪魔を圧伏するもの

なり。一切の他明呪を絶つものなり。時ならぬ死から守るものな

り。一切有情の繋縛を解き放つものなり。一切の悪い悪夢を絶つ

ものなり。一切の捨てるべき鉄鎖を断ずるものなり。夜叉・羅

刹・邪魔を滅ぼすものなり。恐ろしい悪夢を滅ぼすものなり。

毒・武器・火・水から守るものなり。一切の悪趣の恐怖から守る

ものなり。八回殺されても不時の死から保護するものなり。

不敗の大雲女尊、大威力女尊、大白焔女尊、大炎女尊、大力女

尊、大怖畏女尊、大不垢女尊、大白衣女尊、聖ターラー、そして

有名な勝渋面女尊、道徳的女尊、且つ金剛舌女尊、また最勝不敗

女尊、金剛面女尊、最勝眼女尊、寂静霊に祀られたる女尊、好相

好女尊、大白女尊、大力白衣女尊、聖ターラー、大力女尊、また

無垢金剛愛女尊、童女尊、亀に乗ってきた女尊、金剛手女尊、大

明呪金璽女尊、黄金の輝きを持つ女尊、また太陽女尊、如来部仏

頂女尊、有名な明呪髭女尊、金剛金光女尊、また光金剛面女尊、

白い金光女尊、勝仏王妃母尊、また同様金剛持女尊、金剛髭女尊、

大璽女尊、婦警女尊、金光女尊、また太陽女尊、白女尊、蓮眼女

尊、調護寂静心意女尊、我徳識知光女尊、以上これらの聖母衆と

共なる印契春属は、わが一切の安寧をもたらし給え。かつ一切衆

生の安寧を、同様に一切の仏・菩薩摩訶薩衆がもたらし給え。ま

たわが願いの成就を与え、一切利益の成就を与え給え。（第一章了）

〔考察〕

ここの祈祷は大きく分けて二分できる、初めは"omnamaS，'の間

投詞で始まり、対象の神仏は第４格(与格)で表わす。この形式は

｢ヤジュルヴェーダ｣の葬送儀礼(アグニチャヤナ祭壇構築式)の中

(１０）
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で詠まれるもので、バラモン教の伝統を踏まえ、仏教祈祷句にも

多く取り入れられた。まずバラモン教の神々に祈っているが、本

山や塔頭でも洛中諸神祇に｢鱸尖萌誌､竿曾尖萌総｣などと回向
で呼びかけている。仏殿の壁際にある神像はそういった神々であ

る。

ここでの注目は、勿論抄本にない序分(序文)である。実は拐厳

経の巻第七に、次の様な「ト書き｣がある。「爾時世尊従肉髻中湧

百宝光、……聴仏無見頂相放光如来宣説神呪｡」しかしこれは写本

には根拠がない。「一名中印度那蘭陀曼陀羅潅頂金剛大道場神呪」

として次に紹介しているので、八世紀の密教兼学のナーランダー

学院から伝わったものかも知れない。最初に陀羅尼を神格化した

女尊に祈っているが、これはネパールで書写した人の筆であろう。

このような帰敬偶は写本によくある。そして本体は仏頂(tathiigato-

shmshah)尊崇拝の枠内であることを示している。

「白傘蓋陀羅尼｣(Sitntapatr且。hﾖranl)がこの陀羅尼の固有名詞
である。白い(sita-）日傘は強い日光を遮ぎって人々を保護する

(目tapa-tram)様に、この陀羅尼は人々に安寧をもたらすものと言
う事を中段で述べている。後段は、星出身の有名な密教的女神タ

ーラーなどに安寧と利益を求めるいわば回向の部分である。拐厳

経のプロットとは異なるものである。そこで調経にあたる前半が

最初にできたものである事が分るが、仏・菩薩や仏教的聖者に祈

った後、ヒンドゥー教的神・女神にも祈る。５如来などは第77の

広本では実に14如来に拡大している。

広本は抄本のおよそ五割ほど拡大している。抄本の典型である

悉曇本(大正新脩大蔵経第944Ｂ）の文字は、北インドのシャーラ

ダー体から出て、「成就したもの」(siddham）という意味で呼ばれ

るが、中国で縦書きに改められ、変改も受けているので、やはり

還元梵文が必要である。大悲呪などもその形で伝わっている。

広本を用意したネパールの民俗と歴史について述べる。この年

号はネワール王朝が始まった西暦880年を紀元とするので、写本

に書いてある書写年代に880を足すと西暦になる(エッゲリングと

(１１）
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コウェルのカタログ序文)。多くはグルカ王朝後の１７世紀に書写

したものが残っているが、大谷光瑞が蒐集したもの(最近、龍谷

大学がＣＤ－ＲＯＭ版で出し、筆者も贈呈を受けた)や、河口慧

海蒐集本(高楠順次郎蒐集のものと一緒に東大図書館が所有して

いる)のほか、シルヴァン・レヴイやドラ・ヴァレー・プーサンな

ど著名な仏教学者が独自に調査して、貴重な梵本編集を行なって

きた。これがヨーロッパ仏教学の事始めであった。いまではカト

マンヅに国立古文書館(ナショナル・アルヒーヴ)に多くの写本を

集め、主としてドイツのインド学者が利用研究している。

所で筆者のランジヤー体学習は基礎的にはホジソンの著書に依

り、ホジソンの伝記についても、同じく下記の出版を入手した事

でそれが可能になった。それは字母だけの一覧表だったので、そ

れ以上に多く使われる合成字（インド系文字は音節中心に表字す

るので、文章と係わりなく母音中心に合成する）についてはサン

スクリット語のデーヴァナーガリー体から推すわけである。ホジ

ソンの行伝や書簡なども付した書は、ＢｒｉａｎＨ､Hodgsom,EmZWol9

tﾙﾋﾞＬ`…Z9画,Ｌｉ……`"`Ｒ`ﾉ!gﾌﾞ､"q/ＭＰ"/`"d7Y》`Z(Amstcrdam

l97Z)で、著者自身は74歳の時にロンドンから出版したらしい。ま

た宗教学の方面から実地にネパールを調査したものに、高橋渉

｢アランニャの経典的概念とその形態｣(｢宮城学院女子大学研究論

文集｣83号)(1996)と同｢ネパールのインドラ祭とその社会機能」

(『宮城学院女子大学大学院人文学会誌｣第２号)(2001)がある。日

本宗教学会でも高橋氏は、土俗密教派バジュラヤーンについての

報告をしていて、参考になった。現在のネパールは立憲君主制の

もと、ヒンドゥー教系と仏教諸派の共存が続いている。筆者がカ

トマンヅからルンミニーまで雇ったタクシーの運転手も、「自分

はサキヤと言い、仏教徒だから心配要らない｣と言っていた。

〔悉曇版白傘蓋陀羅尼と拐厳呪の梵本〕

次に抄本の梵本の典型として悉曇版の還元梵文を挙げ、次いで

拐厳呪の還元梵文を挙げる。和訳はまだ未提示だった悉曇版の方

(１２）
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を付し、拐厳呪との違いを見る。表題の"TathｮgatoshnIsha-

sit息tapatrZidhnranl"は悉曇版の始めにあるものだが、原本では表題

は前に付けない。これは中国的改変である。“Ry6gonshuMantrah”
も仮題である。また大蔵経第944Ｂの｢大仏頂大陀羅尼｣は全くの

仮題である。両本を比較できる様に並べたので、唐本と元本の構

成の違いが容易に看取されよう。

､Ｚｒ地UzzDp"醜-JjzUmW”-.hmz"r

namahsarvabuddhabodhisattvebhyah/namahsaptanmsamyaksamb-

uddhakotm面msa6rnvakasangh目nZim／ｎａｍｏｌｏｋｅ，rhat回、／namah

srotﾖpannﾖn面、／namahsakrdzg回mimi、／ｎａｍｏ'n回g豆minﾖ、／namo

lokesamyaggat面､ﾖmsamyakpratipannznZim／namoratnatrayﾖｙａ／

namobhagavatedrdhasnrasenapraharanar豆jZiyamth回gat面yZirhate

samyaksambuddh面ｙａ／namobhagavate1mi画bhﾖyatath回gat目yrhate

samyaksambuddh面ｙａ／namobhagavate，kSobhy面yatathagat且y且rhate

samyaksambuddhZya／namobhagavatebhaiSajyaguruvaidnryaprabhヨー

rnjiiyatath面９３tﾖy面rhatesamyaksambuddh訂ｙａ／namobhagavate

sampra(kusumi)tasﾖlendrar回jﾖyatathZigatZiy面rhatesamyaksambuddh‐

面ｙａ／namobhagavate壷kyamunayetath面gat面y且rhatesamyaksambud-

dhﾖya／namobhagavaterama(kusuma)ketumj面yatath回gat面yrhate

samyaksambuddh面ya／namobhagavatetath面gatakul面yanamobhaga-

vatepadmakulﾖyanamobhagavatevajrakul面yanamobhagavateman-

ikul回ｙａ／namobhagavategajakul回ｙａ／namodevarsl-

namnamosiddhividyzdharﾖ､ﾖmnamosiddhividy面dhararSIm回、蕊p-

zmugrahasamarth回n回、／namobrahmanenamaindrﾖyanamobhagav-

aterudr面ｙａｕｍ訂patisahit団yanamonarayanayaraksasahZiy且ｙａ／

pancamahnmudr面nnamaslqPtyanamomahﾖkZil面yatripuranagara-

vikSepanak面r面y回timuktika6ma6Zmav回sinemntrgananamaskrtiiya／

ebhyonamaskrtya／iyambhagavatItath盃gatoSnISasit且t面patrヨ
ー－－●6－

namapara]ltapratyangir面sarvadevanamaskrt【isarvadevebhih

pnjit訂sarvadevebhihparipnjit面sarvabhUtagrahanigrahakarI

(１３）
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paravidynchedanakarldurgat目mimsattv且nｺｍｄａｍａｋａｍ(karI)／
dus直n回ｍｎｉｖ且ranl／aknlamrtyupra6amanakarI／

sarvabandhanamoksanakarl／sarvadustaduhsvapnaniv風ranI／

camrasItm且mgrahasahsrmnmvidhvamsanakarI／astnvimsatIn回m

nak5atrzmimpras目dhanakarl／ast豆n面ｍｍａｈ面grah面nZmvidhvams‐
anakarI／sarva§astraniv盃ranl／ghoraduSrasvapnamlmcan回§anＩ／

visasastr面gnyudakaraksanI／ａpar面jit面ghorZimah回bal目mahﾖdlWi

mah回tej面、３h回§vetaiv回1面mah目balapﾖndurav面Ｓｉｍ／面ryatiirⅡ／

bhurUktIcaiva／vajram面1面viSrut通padmak面vairajihv回Ｃａ／ｍ面lzi

caivﾖparnjitﾖvajradandIvi鏑ｌｚｃａ／§{intavidehapnjit盃mah面svetヨ

ヨryat面rnmahﾖbal回malavaira9ankarヨcaiva／vajrakum回rlkuladh面rl
vajmhastﾖＣａ／mah回vidy面tath面vidy面kﾖficanam面likZkusumbharatna
caiva／vairocanakulosnl6aviirmbhamﾖnncavajrakanakaprabh面

locanavajratundTca／§vetﾖＣａ／kamal且ks面sasiprabhZiityetemudrZiga-

nzihsarveraksnmkurvanmmamiisya/／

R)'09ｍｍ(ｍＭｚ"”６●

namastath回gatnynrhatesamyaksambuddh回yanamahsarvabuddha-

bodhisattvebhyah／namahsaptanamsamyaksambuddhakotln5im

sa6rⅡvakasanghﾖn回、／namoloke1rhat5m／namahsrotapann目ｍｉｍ／

namahsakrd恩gﾖmin且、／namolokesamyaggatanamsamyakpra‐

tipannzmim／mlmodevarsmnm／namahsiddhividyZidhararslnam
-－

sapananugrahasamaZthnn豆、／ｎａｍｏｂｒａｈｍａｎｅ／namaindr盃ｙａ／ｎａｍｏ
グー－－

bhagavaterudr面yauImipatisahit面ｙａ／namobhagavatenzr回yamiya／

pancamahnmudrﾖnnamaskrtyanamobhagavatemah面k回１回yatrlpura-

nagaravidr面vanakⅡr面ｙａ／atimuktika6ma頭naniv豆sine／ｍ面trganam

namaskrtya／namobhagavatetath豆gatakulHya／namahpadmakulZiya

/namovajrakul回ya／namomanikulzya／namogajakul面ya／namo

bhagavatedrdha6nrasenapraharanar目jﾖya／namobhagavate，mitヨー

bh面yatathﾖgamya，rhatesamyaksambuddh面ｙａ／namobhagavate

(１４）
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akSobhy回yatathﾖgatZiy訂rhatesamyaksambuddh面ｙａ／namobhagavate

bhaiSajyaguruvaidnryaprabhﾖr訂』且yatath回gatZiya（arhtesamya‐

ksambuddhnya）／namobhagavatesankusumita兎lendrarzj且ya

tath且gat面y葱rhatesamyaksambuddhﾖｙａ／ｎamobhagavate65kya-

munayetathﾖgat面y且rhatesamyaksambuddh面ｙａ／namobhagavate

ratnakemr面j面yatathﾖgatFiyarhatesamyaksambuddh面ya／

tebhyonamaskrtyaetadbhagavatItath面gatoSnISasit面tapatrZin面、面pa-

r面jit面pratyangir面sarvabhUtagrahanigrahakaranI／paravidy回chedanI／

ak面lamrtyuparitr面yanakarl／sarvabandhanamoksanl／

sarvaduSraduhsvapnaniv面ranI／catura6ItImimgrahasahasrﾖn回m

vidhvamsanakarI／ast面vim6atIn面mnaksatr目mimpras回dhanakarI／

astanaｍｍａｈ面grah且nnmvidhvamsanakarI／sarva6astraniv回ranI／

ghoradu5rasvapnanamcann6anI／apar面jitaghor恩mahZibalachand面

mah面dIWimahﾖtei面mah目§vetaiv面１，／mah面balap面ndurav回sinl／

面ryatﾖrZi／bhrUktIcaivavijay面／vajramZil面vi6rutZi／padma垣vajrajihvヨ

Ｃａ／ｍ回lZicaiWipar面jitZi／vajradandlvi兎1面Ｃａ／誼ntavidehapniik面／

saumyarUp面／mah誌vet面／団Iyat且r面／mahZibal面malavajm6ankarZicaiva／

vajrakuImir7／kuladh面rl／vairahastヨcavidyzk回ficanamﾖlik豆／

kusumbharatn面caiva／vairocanakulosnIs面／vijrmbhamnn目ca

vajrakanakaprabh目／locanavajramndTca6vet面cakamalZiks面§a§iprabhヨ

／ityetemudr面93,ﾖhsarvemksﾖmkuruvantumamasya／／

〔悉曇版和訳〕

仏頂白傘蓋陀羅尼

一切の仏・菩薩衆に礼拝す。声聞僧伽と共なる七千万正等覚に

礼拝す。世の阿羅漢らに礼拝す。預流果(の聖者ら）に礼拝す。－

来果(の聖者ら）に礼拝す。不還果(の聖者ら）に礼拝す。世に正し

く来て正しく入れる(聖者ら）に礼拝す。三宝に礼拝す。至尊たる

堅固で勇敢なる軍兵を砕破する王なる如来・阿羅漢・正等覚に礼

拝す。至尊たる阿弥陀如来・阿羅漢・正等覚に礼拝す。至尊たる

阿悶如来・阿羅漢・正等覚に礼拝す。至尊たる薬師瑠璃光如来.
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阿羅漢・正等覚に礼拝す。至尊たる開敷花沙羅樹王如来・阿羅

漢・正等覚に礼拝す。世尊たる釈迦牟尼如来・阿羅漢・正等覚に

礼拝す。至尊たる宝嘘王如来・阿羅漢・正等覚に礼拝す。如来部

尊に礼拝す。蓮花部尊に礼拝す。金剛部尊に礼拝す。摩尼部尊に

礼拝す。象部尊に礼拝す。神仙らに礼拝す。呪いの続益の力ある

成就の明呪を持する聖仙らに礼拝す(蛇足の前句を省く）。梵天に

礼拝す。インドラに礼拝す。ウマー神妃を伴えるルドラ尊に礼拝

す。羅刹を伴える那羅延天（ヴイシュヌ）に礼拝す。

五大印に礼拝して、（悪魔の)三市の街を破壊し完全解脱して墓

地に住み聖母衆に拝まれるシヴァに祈る。これらに礼拝して、こ

の仏頂白傘蓋と名付くる不敗反呪誼女尊は一切神らに礼拝され、

一切神らに祀られ、一切神らに供養されたる者なり。一切鬼霊・

邪魔らを滅ぼすものなり。敵の明呪を絶つものなり。悪趣の有情

を鎮めるものなり。悪人らを滅ぼすものなり。時ならぬ死を鎮め

るものなり。一切繋縛を解き放つものなり。一切悪夢を無くする

ものなり。八万四千の邪魔を滅ぼすものなり。二十八星宿を成就

するものなり。八大邪魔を滅ぼすものなり。一切の敵を滅ぼすも

のなり。恐ろしい悪夢を無くすものなり。毒・武器・火・水から

守るものなり。

不敗の怖畏女尊、大力女尊、大炎女尊、大光輝女尊、大白炎女

尊、大力白衣女尊、聖ターラー、かつ渋面女尊、有名な金剛鍵女

尊、蓮花女尊、かつ金剛舌女尊、また不敗の華謹女尊、金剛杖女

尊、かつ高貴女尊、寂静霊に祀られたるもの、大白女尊、聖ター

ラー、大力女尊、また無垢金剛与楽女尊、金剛童女尊、息女々尊、

かつ金剛手女尊、大明呪女尊、同様に明呪金鍵女尊、また花宝女

尊、かつ太陽部仏頂開示の女尊、金剛金光女尊、かつ光金剛面女

尊、かつ白女尊、蓮眼女尊、月光女尊、以上これらすべての印契

春属がこの私の保護を為されよかし。

〔考察〕

悉曇版は拐厳呪より少し〈増大している。そして広本は悉曇版

より約五割ほど増大している。何より抄本は「オーム」の聖音

(１６）
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ODmnavah)を欠く。これはアラム語系統の起源を持ち、キリスト教

の｢アーメーン」と同義である。ウパニシャッドでは｢そうだ｣とい

う承認の意味があると述べている(木村｢0Ｍ￣承認の辞としての｣、

｢印度學佛教學研究｣第25巻１号)。チベット語訳(デルゲ版、東北

帝大目録第590)はこの｢オーム」を欠き、インド原本にそれが無か

ったことを意味している。そして中国版陀羅尼と違ってチベット

訳は意訳が主体である。悉曇版と｢大仏頂如来放光悉担多鉢担羅

陀羅尼｣(大正新脩大蔵経第944Ａ）を比較すると、表題を除いてよ

く合っている。空海が将来したのもこの唐本である。所が宋本は

拐厳呪の方に近くなっている。そして唐本と後者は構成が前後し

ている。これは原本が違っていたと見るべきで、原本は宋本にあ

ったと見られる。それをやや短縮した元本は従って左の様に還元

でき、和訳を結論的に最後に添える。原典研究の結果、拐厳呪の

原文と和訳につき、「禅宗の陀羅尼」第１篇第１章第２節を補正し

た所がある。

〔樗厳呪和訳〕

如来・阿羅漢・正等覚に礼拝す。（第二句は混乱しており削除｡）

一切の仏・菩薩に礼拝す。七千万の正等覚に礼拝す。声聞を伴な

う僧伽に(礼拝す)。世の阿羅漢らに礼拝す。預流果の者らに礼拝

す。－来果の者らに礼拝す。世の正来の者らに礼拝す。正しく向

う者らに(礼拝す)。神・聖仙らに礼拝す。成就する明呪を持する

聖仙らに礼拝す。績益の力ある呪いに（礼拝す)。梵天に礼拝す。

帝釈天に礼拝す。ウマーパテイ神妃と共なるルドラ尊に礼拝す。

那羅延天(ヴイシュヌ）に礼拝す。

五大印に礼拝して、（悪魔の)三つの城市を破壊する大黒天に礼

拝す。完全解脱して墓地に住む(シヴァ）に礼拝す。聖母衆に祈っ

て、如来部尊に礼拝す。蓮花部(尊)に礼拝す。金剛部尊に礼拝す。

宝部(尊)に礼拝す。象部尊に礼拝す。堅固な勇兵砕破王尊に礼拝

す。無量光如来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。阿悶如来・阿羅

漢・正等覚尊に礼拝す。薬師瑠璃光王如来・阿羅漢・正等覚尊に
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礼拝す。開敷華沙羅樹王如来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。釈迦

牟尼如来・阿羅漢・正等覚尊に礼拝す。宝瞳王如来．阿羅漢．正

等覚尊に礼拝す。

彼らに祈って、この如来仏頂白傘蓋と名づくる不敗．反呪誼

(の陀羅尼）女尊は一切の鬼霊や邪魔を払うものなり。他者の呪文

を断ち切るものなり。時ならぬ死から守るものなり。一切の悪し

き悪夢を払うものなり。八万四千の邪魔を払うものなり。二十八

の星宿を整えるものなり。八大悪星を滅ぼすものなり。一切の敵

を滅ぼすものなり。そして恐ろしい悪夢を滅ぼすものなり。毒

難．剣難．火難・水難より救うものなり。不敗のゴーラー女尊、

大力チャンダー女尊、大火炎女尊、大威力女尊、大白炎女尊、大

力なる白衣女尊、聖ターラー女尊、かつまた渋面女尊、勝利女尊、

有名な金剛鐘女尊、蓮花座女尊、そして金剛舌女尊、そして不敗

の花鍵女尊、金剛杖女尊、そして最勝なる寂静霊として祀られる

女尊、愛形なる女尊、太白女尊、聖ターラー、かつ大力無垢なる

金剛吉祥女尊、金剛童女尊、善女々尊、かつ金剛手女尊、明呪金

謹女尊、かつまた黄金宝女尊、太陽部仏頂女尊、かつ開口女尊、

稲妻や金の様に光る女尊、光金剛面女尊、また白く蓮の目をした

女尊、月光女尊、以上これら印契諸尊一切がこの私の守護を為せ。

(｢インツノー｣は木村前掲書52頁参照）

〔考察〕

無著道忠は｢禅林象器菱｣において夢窓国師の｢夢中問答』を引き、

唐土では大悲呪のみ弧調してまず坐禅を急務とし、拐厳呪を識論

して梼厳会と為すは近代(宋代)になってからだと述べたとする

(唐土禅院毎朝粥後唯謂大悲呪一遍耳。蓋坐禅為急務故。若調榴

厳呪名為拐厳会亦是近代始起)。続いて抜隊得勝の『和泥合水｣を

引き、純禅の系譜に注目する(第十六類・調唱門)。

因みに法山は４月15日の祝聖から結制に入ることになり、検疏

の後、法堂で結制上堂が９時から行われる。仏殿に移って住持焼

香の後、拐厳行道し、以って拐厳会と為す。維那子は走り焼香を

(１８）
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したりで、この日は特に忙しいが、これは無著の引く聖一国師の

事行主義を想起させる。しかし江湖では次第に榴厳呪から大悲呪

に簡略化される道を辿っており、妙心寺派で言えば特例寺院でも

例外ではない。大悲呪が観世音菩薩に向けた祈祷であるのに対し、

樗厳呪は精進の意義を持っている（もとは安寧息災を祈願する陀

羅尼であるが、榴厳呪としては）のである。

維那の導入部の「ノウレンネンウイジョウジホゾ｣(南無拐厳会

上諸菩薩）は法山梵唄で特に難しく、他山の梵唄と違って謡曲の

発声が入っていると筆者は見ているが、ともかく南宋伝来の発音

を保っていることは確かである。黄檗宗では明末の発音になって

いる。尚、筆者は梵唄については水野泰嶺和尚の鉗鎚を受けた者

である。

〔付記〕

「薩婆訶＝sv且hn」について、初出の婆羅門教祈祷集『白ヤジユ

ルヴェーダ」(Ｖｮjasaneyisamhitn）についての調べを報告する。そ

れに解説を加えたマヒーダラに依ると、「供物なり」の謂で、火神

アグニの三兄弟に供えると、神々はそれを資糧とするという。バ

ター油などをくくると燃え上がるので、それを供物と言うのであ

る。祈祷の終わりにこの間投詞（ニパータ）を唱える習`償が仏教

に入ったもので、いまひとつの間投詞“vashat”は仏教に入らな

かった。代わって悪霊退散の間投詞「PhaF洋」が樗厳呪に入って

いる。「喝」の謂である。白石真道師の「弥栄」や、それを承けた

中村元博士の「幸あれ」が巷間に流布しているが、信者の幸の為

に神々を動かす祈祷であるから、それらは誤訳である。
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